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第32回 日本創傷・オストミー・失禁管理学会学術集会

プログラム

7月8日（土）
会議棟 第 1会場（2F：大ホール）

開会式 8:20～8:30

会長講演 8:30～9:00 P.157～159

たゆまぬ努力と未来への躍進
座長：田中 秀子 湘南医療大学 保健医療学部 看護学科

演者：熊谷 英子 在宅WOCセンター/仙台エコー医療療育センター 看護療育部

特別講演 1 9:05～10:05 P.167～169

近未来のWOC看護に望まれること
座長：紺家千津子 石川県立看護大学 看護学部

演者：真田 弘美 石川県立看護大学 学長

特別講演 2 10:10～11:10 P.171～173

東日本大震災時における災害対応とその後の地域医療調整
座長：溝上 祐子 東京医療保健大学 医療保健学研究科 医療保健学専攻

演者：石井 正 東北大学病院 総合地域医療教育支援部

特別講演 3 11:15～12:15 P.175～177

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックから明らかになった
医療の課題
座長：栁迫 昌美 原三信病院 看護部

演者：押谷 仁 東北大学大学院医学系研究科 微生物学分野
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特別企画 1（ランチョンセミナー 1） 12:30～13:30 P.209～212

＜日本創傷治癒学会とのコラボレーション企画＞
あなたはケロイドと肥厚性瘢痕の違いを語れますか？
座長：真田 弘美 石川県立看護大学 学長

手術やけがの傷あとをきれいにするための理論と実践
～看護の際に知っておくべき大切なこと～
演者：小川 令 日本医科大学付属病院 形成外科

「使用の継続性」に着目したテープ材の新評価技術開発
演者：光田 益士 藤田医科大学 社会実装看護創成研究センター

共催：ニチバン株式会社

シンポジウム 1 13:40～15:10 P.219～225

たゆまぬ努力から生まれる未来に続くWOCケア
～在宅や地域でのWOCケア拡充を目指して～
座長：南 由起子 サンシティ横浜南 健康相談室

熊谷 英子 在宅WOCセンター/仙台エコー医療療育センター 看護療育部

S1-1 訪問看護師の立場からみる在宅でのWOCケアの現状とこれからの教育の視点
演者：山口みどり なごみ訪問看護ステーション

S1-2 販売店皮膚・排泄ケア認定看護師（WOCN）からみるストーマ保有者支援の問題点と
今後の課題
演者：廣川 友紀 株式会社 エム・ピー・アイ オストミー事業部

S1-3 中病院、老健施設を経験したWOCNの、自施設及び地域への働きかけと今後の課題
演者：高橋麻由美 赤羽中央総合病院 看護部

S1-4 地域連携に貢献している看護師の立場から
演者：内藤亜由美 東京医療保健大学 立川看護学部
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理事会企画 1 15:20～16:50 P.245～249

エクセレントな排便管理の実装に向けて
座長：須 淳子 藤田医科大学 保健衛生学部 看護学科/藤田医科大学 社会実装看護創成研究センター

紺家千津子 石川県立看護大学 看護学部

排便管理アドホック委員会設立の趣旨
演者：紺家千津子 石川県立看護大学 看護学部

チーム医療に関するエビデンス構築
演者：津田 裕子 公立小松大学 保健医療学部 看護学科

小栁 礼恵 藤田医科大学 保健衛生学部 看護学科/藤田医科大学 社会実装看護創成研究センター

エクセレントな排便技術の普及
演者：小栁 礼恵 藤田医科大学 保健衛生学部 看護学科/藤田医科大学 社会実装看護創成研究センター

リーダー育成
演者：玉井 奈緒 横浜市立大学医学部 看護学科 成人看護学

企画：アドホック委員会

特別企画 2 17:00～18:00 P.213～218

＜日本褥瘡学会 在宅医療委員会とのコラボレーション企画＞
症例で考えるWOC分野の在宅医療・ケア
座長：安部 正敏 医療法人社団廣仁会 札幌皮膚科クリニック 院長

内藤亜由美 東京医療保健大学 立川看護学部

地域で経験した創傷ケアの症例
症例提供：荒谷亜希子 岩手県立一戸病院 在宅医療科

IADとしていいの？それとも褥瘡？
症例提供：袋 秀平 ふくろ皮膚科クリニック 院長

コメンテーター：岡部 美保 在宅創傷 スキンケアステーション

コメンテーター：袋 秀平 ふくろ皮膚科クリニック 院長
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会議棟 第 2会場（2F：橘）

ランチョンセミナー 2 12:30～13:30 P.431

院内・多職種・地域 オストメイトを支えるたゆまぬ連携
～仙南医療圏における 3人のWOCNの躍進～
座長：片岡ひとみ 山形大学 医学部 看護学科

演者：横澤真姫子 みやぎ県南中核病院 看護部

庄司 沙織 みやぎ県南中核病院 看護部

佐藤 静恵 みやぎ県南中核病院 看護部
共催：イーキンジャパン株式会社

教育講演 1 13:40～14:40 P.183～185

排便機能障害と疾患
座長：須 淳子 藤田医科大学 社会実装看護創成研究センター

演者：西澤 祐吏 国立がん研究センター東病院 大腸外科・クオリティマネジメント室

教育講演 2 14:45～15:45 P.187～189

「創傷衛生（Wound Hygiene）」について
座長：青木 和惠 東京医療保健大学 立川看護学部 看護学科

演者：館 正弘 赤石病院 形成外科

教育講演 3 15:50～16:50 P.191～193

直腸癌術後 LARSの病態と対応
座長：佐藤 文 川崎市立看護大学 看護学部

演者：幸田 圭史 帝京大学ちば総合医療センター 外科

シンポジウム 2 17:00～18:00 P.227～231

看護介入による多職種でおこなうシーティングの新しい取り組み
座長：田中 秀子 湘南医療大学 保健医療学部 看護学科

S2-1 座圧分布チェックリストを用いたアセスメント
演者：飯坂 真司 淑徳大学 看護栄養学部

S2-2 在宅におけるシーティング 車椅子へ移乗して広がる世界を届けるために
演者：江戸 一臣 医療法人松田会 松田訪問看護ステーション

S2-3 大学病院におけるシーティングの現状―WOCNの立場から―
演者：藤井 香織 鳥取大学医学部附属病院 看護部
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会議棟 第 3会場（2F：萩）

主題演題 1 10:10～11:10 P.303～309

たゆまぬ努力から生み出された未来に続くケア
座長：青木 和惠 東京医療保健大学 立川看護学部

松原 康美 北里大学 看護学部

MO1-1 急性期医療と地域包括ケアの両立に向けて
～WOCNの地域ケア参画に向けての戦略～
演者：間宮 直子 大阪府済生会吹田病院

MO1-2 人工肛門造設患者に対する術前ケアの充実―第一報―
～患者・家族が納得しわかりやすい医療の提供を目指して～
演者：佐竹ひとみ 東北大学病院 看護部

MO1-3 人工肛門造設患者に対する術前ケアの充実―第二報―
2症例からみえたWOCNによる術前ストーマ外来の役割
演者：伊藤 由美 東北大学病院 看護部

MO1-4 サーモグラフィ画像を用いた褥瘡再発予測方法の開発：偽陽性・偽陰性の要因の検討
演者：大橋 史弥 石川県立看護大学

MO1-5 ファイバーパッドを用いた創洗浄による褥瘡のバイオフィルム除去効果の検証
演者：滝沢 知大 東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻老年看護学/創傷看護学分野

MO1-6 ガイドラインに基づく褥瘡ケアの実践を目指した情報テクノロジーの活用
～チームコンパスによる褥瘡管理～
演者：渡邊千登世 神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 看護学科



8
日
プ
ロ
グ
ラ
ム

― 125 ―

主題演題 2 11:15～12:15 P.311～317

在宅に拡がるWOCケア
座長：間宮 直子 大阪府済生会吹田病院 看護部

高橋 真紀 東北大学病院 看護部

MO2-1 I 病院におけるWOCN、特定看護師の活動成果
演者：荒谷亜希子 岩手県立一戸病院 在宅医療科

MO2-2 在宅でのWOCケア＜創傷管理編＞
演者：平良 亮介 総合病院 水島協同病院

MO2-3 がん終末期ストーマ保有者の拡大するストーマ周囲皮膚潰瘍の在宅での管理に難渋
した 1例
演者：坂田さち子 ナーシングケアいおり/さかたさちこナースのアトリエ

MO2-4 高齢者施設へのラウンドから見えた効果と課題
演者：黒木ひとみ 医療法人若松会 TFメディカル嶋北内科・脳神経外科クリニック

MO2-5 ストーマ保有者に関わるNsへの継続したWOCN支援の重要性第 1報
―WOCN不在病院のNsへの介入の振り返りから―
演者：廣川 友紀 株式会社 エム・ピー・アイ オストミー事業部

MO2-6 ストーマ保有者に関わるNsへの継続したWOCN支援の重要性第 2報
―訪問Nsへの介入の振り返りから―
演者：廣川 友紀 株式会社 エム・ピー・アイ オストミー事業部

ランチョンセミナー 3 12:30～13:30 P.432

ストーマケアにおけるテーラーメイド医療を考える
ちょっと先の未来に向かって、多様性のあるストーマケアへシフトしていきませんか？
座長：安藤 嘉子 大阪赤十字病院 看護部

演者：西林 直子 奈良県立医科大学附属病院 看護部
共催：コンバテック ジャパン株式会社
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主題演題 3 13:40～14:40 P.319～324

災害関連
座長：石井 義輝 小倉第一病院 形成外科

千葉 励子 岩手医科大学附属病院 看護部長室

MO3-1 災害時のストーマ管理の問題と対策―東日本大震災の教訓から
演者：高橋 賢一 東北労災病院 大腸肛門外科/東北ストーマリハビリテーション講習会

MO3-2 宮城県ストーマケア災害対策委員会の活動と今後の課題
演者：小室 幸子 宮城県ストーマケア災害対策委員会/宮城県医療機器販売業協会

MO3-3 2019 年 台風災害時の実践報告と評価、今後の課題
演者：庄司 沙織 みやぎ県南中核病院

MO3-4 宮城県におけるストーマ保有者のための災害対策の活動の実際と今後の課題
―販売店の立場から―
演者：小野寺充弘 丸木医科器械株式会社/宮城県ストーマケア災害対策委員会

MO3-5 災害時の病院機能維持とストーマ保有者支援体制の課題
演者：佐々木宏之 東北大学災害科学国際研究所 災害医療国際協力学分野

スイーツセミナー 1 14:45～15:45 P.444

コロナ禍で見直された陰部ケアの方法～洗浄水を使わない陰部ケア～
座長：田中 秀子 湘南医療大学 保健医療学部 看護学科

ペリケアを試用して分かったこと、全館で使用を始めて分かったこと
演者：加瀬 昌子 地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院 スキンケア相談室

陰部ケア方法の深化を考察する～看護師への技術指導を通して～
演者：小林 智美 社会医療法人河北医療財団 河北総合病院 看護統括部

共催：株式会社メディコン

ワークショップ 16:30～18:00 P.241～244

WOCナースのキャリアデベロップメント
座長：貝谷 敏子 札幌市立大学 看護学部

渡邊千登世 神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 看護学科

キャリアの考え
演者：貝谷 敏子 札幌市立大学 看護学部

キャリアデベロップメント
演者：栁迫 昌美 原三信病院 看護部
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会議棟 第 4会場（2F：桜 1）

一般演題（口演）1 創傷ケア 1 褥瘡予防 10:10～11:10 P.326～328

座長：貝川 恵子 川崎医科大学附属病院 褥瘡対策室
蛭田 理絵 独立行政法人労働者健康安全機構 福島労災病院 看護部

O1-1 経験の浅い褥瘡対策チームメンバーが自部署で行うチームビルディング
田伏 優花 大阪府済生会吹田病院 看護部

O1-2 急性呼吸窮迫症候群患者に対する腹臥位時褥瘡予防プロトコル実施効果の検討：
過去起点コホート研究
津矢田浩代 奈良県立医科大学附属病院

O1-3 4 時間毎体位変換への取り組み～スキントラブル発生状況とスタッフへの影響～
清岡 愛 大阪府済生会吹田病院 看護部

O1-4 極度なるい痩や不随運動がある患者にブーメラン型クッションを使用し重度褥瘡の
治癒に効果的であった症例
佐々木早苗 東京大学医学部附属病院 看護部

O1-5 踵部の褥瘡予防対策について
黒田 豊子 原三信病院 看護部

一般演題（口演）2 創傷ケア 2 褥瘡ケア 11:15～12:15 P.328～331

座長：須 淳子 藤田医科大学 社会実装看護創成研究センター
佐藤 美絵 福島赤十字病院 看護部

O2-1 仙骨部重度褥瘡が回復した 1例～特定行為実践と包括的介入～
玄山 愛子 パナソニック健康保険組合 松下記念病院

O2-2 ロボット支援下手術における周術期褥瘡およびスキントラブルの発生状況
渡辺 光子 日本医科大学千葉北総病院

O2-3 下肢痙縮を伴う踵部褥瘡への多職種連携アプローチ
矢倉 里香 藤田医科大学 七栗記念病院

O2-4 るい瘦患者へのウレタンフォームクッション使用が効果的な除圧となり尾骨部褥瘡
が治癒した一症例
河﨑 明子 東京大学医学部附属病院 看護部

O2-5 創縁が過角化した難治性褥瘡に対し角化抑制する目的で活性型ビタミンD3外用薬
を併用し治癒・改善をみた 2例
堤 薫 医療法人社団恵正会 二宮内科

O2-6 サリチル酸を用いたケアにより難治性褥瘡が改善した一例
―病院と特別養護老人ホームとの連携から―
本居 春江 社会福祉法人陽光福祉会 仙台エコー医療療育センター
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ランチョンセミナー 4 12:30～13:30 P.433

QOL向上を追求したストーマケアVol.2
地域につなぐことを意識した入院中のストーマケアと装具選択
座長：松原 康美 北里大学 看護学部

事例①
演者：清水 昌美 深谷赤十字病院 看護部

事例②
演者：安保 明子 大館市立総合病院 看護部

共催：ダンサック（株式会社ホリスター）

会員懇親会 18:30～20:30
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会議棟 第 5会場（3F：白橿）

英語セッション 1：Mastered Speakers 10:10～11:10 P.285～293

英語発表経験者はこんな風に発表しています
座長：土田 敏恵 兵庫医科大学 看護部 看護学研究科

臺 美佐子 石川県立看護大学 看護学部 成人・老年看護学講座

E-01 Education of healthcare professionals for the prevention and treatment of
diabetic foot ulcers：A scoping review
Muhammad Aminuddin Division of Health Sciences, Graduate School of Medical Sciences,

Kanazawa University/Nursing Department, Faculty of Medicine,
Mulawarman University

E-02 Relationship between topical treatment and pH in the healing process of dia-
betic foot ulcers：A scoping review
Sukarni Sukarni Division of Health Sciences, Graduate School of Medical Sciences, Ka-

nazawa University/Nursing Department, Faculty of Medicine, Tanjungpura
University

E-03 Influence of epidermal microclimate and support surface on skin maceration
factors
Natsuki Hata Master’s Program in Nursing, Graduate School of Medical Sciences, University

of Fukui

E-04 Pros and cons of mucous fistula：a case report
Hideyuki Suzuki Department of Gastroenterologic and Hepato-biliary-pancreatic Surgery,

Tohoku Medical and Pharmaceutical University Hospital

E-05 Attempts to change urinary catheter devices and procedures with a focus on
environmental contamination
Nozomi Matsunaga Department of Nursing, Kagawa Rosai Hospital

E-06 Image quality and image acquisition time for bladder and rectal ultrasound
performed by home-visit nurses
Yuka Miura Research Center for Implementation Nursing Science Initiative, Fujita Health

University
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英語セッション 2：Beginner-friendly speakers 11:15～12:15 P.295～302

Let’s Try ! 英語で発表してみよう、私はこんな風に英語発表しています！
座長：政田 美喜 三豊総合病院 看護部

片岡ひとみ 山形大学 医学部 看護学科

E-07 Attending Report 2023 APETNA Conference in Australia
Tomohiro Watanabe Visiting Nurse Station APOLLO

E-08 WOCN collaboration in cases of peristomal skin damage
Rinko Naomi Fukuoka University Hospital

E-09 Supporting adolescents and young adults with cancer and stoma by balanc-
ing work and treatment to end-of-life care：A case report.
Mai Sakata Nursing Department, Kumamoto Rosai Hospital

E-10 Difficulties experienced in daily life by nursing students through a simulated
experience of applying of ostomy appliances
Hitomi Kataoka Yamagata University School of Medicine

E-11 An International latest Topic：What is“COVID-19 Skin Manifestations”
Keiko Miyazaki International Information and Support Activities, Japanese Society of

Wound, Ostomy and Continence Management/Convatec Japan K.K

ランチョンセミナー 5 12:30～13:30 P.434

在宅での褥瘡・創傷ケアの専門知識の普及に「動画」を活用する
座長：渡邊千登世 神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 看護学科

演者：木下 幹雄 医療法人社団心愛会 TOWN訪問診療所 理事長/院長

共催：株式会社照林社/アルケア株式会社メディア事業部

ハンズオンセミナー 1 15:50～16:50 P.422

フットケア＝爪切りだけじゃない～足を診る医師から伝えたいフットケア入門編～
座長：田中 秀子 湘南医療大学 保健医療学部 看護学科

演者：山口 梨沙 伊那中央病院 創傷ケアセンター 形成外科
共催：株式会社ジェイ・シー・ティ
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展示棟 第 6会場（展示室 1）

一般演題（口演）3 創傷ケア 3 IAD/スキン-テア 10:10～11:10 P.331～334

座長：大桑麻由美 金沢大学医薬保健研究域 保健学系
渡辺 光子 日本医科大学千葉北総病院 看護部

O3-1 高齢者における臀部皮膚AGEs 量と皮膚粘弾性および形態的変化と皮膚障害との
関連検討
白崎安矢実 福井医療大学大学院 保健医療学研究科 保健医療学専攻

O3-2 IADを機序とした褥瘡発生の低減に向けた独自のアセスメントシート活用の成果
岸本 諭美 関西電力株式会社 関西電力病院 看護部

O3-3 スキン-テアリスクを有する高齢者の皮膚におけるスキン-テア発症へのAGEs の
影響の検討
長谷川 毅 福井医療大学大学院 保健医療学研究科

O3-4 高度急性期A病院におけるスキン-テアの実態と課題
大杉 純子 総合病院 聖隷浜松病院

O3-5 障害高齢者におけるスキン-テア発生の個体要因に関する症例検討
高橋カオリ 独立行政法人国立病院機構 石病院

O3-6 当院におけるスキン-テアのインシデント・アクシデント報告書よりみえた今後の
取り組み
林 洋子 社会医療法人健和会 健和会病院

理事会企画 2 11:15～12:15 P.251～256

排尿障害の治療とケア
座長：丹波 光子 杏林大学医学部付属病院 看護部

谷口 珠実 山梨大学大学院総合研究部 医学域看護学系 看護学講座

「高齢女性の骨盤底機能障害の治療とケア」意外に多い骨盤臓器脱：診断と治療選択
演者：加藤久美子 名鉄病院 女性泌尿器科・ウロギネセンター

女性尿失禁の診断と治療
演者：金城 真実 杏林大学医学部付属病院 泌尿器科・女性骨盤底専門外来

骨盤底排泄障害のケア
演者：野﨑 祥子 慶應義塾大学病院 看護部

企画：学術教育委員会…失禁担当
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ランチョンセミナー 6 12:30～13:30 P.435

明日につなげる IAD予防ケア あらって、はじいて、まもりましょう！
座長：渡辺 光子 日本医科大学千葉北総病院 看護部

明日から実践したい IADケア―洗いかた護りかた―
演者：清藤友里絵 東邦大学医療センター佐倉病院 看護部

おむつ皮膚炎診療スキルアップに役立つ皮膚機能の基礎～バリアと保湿～
演者：菊地 克子 医療法人社団廣仁会 仙台たいはく皮膚科クリニック 院長

共催：持田ヘルスケア株式会社

理事会企画 3 13:40～14:40 P.257～262

日本創傷・オストミー・失禁管理学会助成採択演題
座長：田中マキ子 山口県立大学 学長

脳卒中患者のアドバンストスキンケアモデル構築を目指した陰部洗浄・清拭法の開発：
単施設ランダム化非盲検クロスオーバー試験
演者：光田 益士 藤田医科大学 保健衛生学部 看護学科/藤田医科大学 社会実装看護創成研究センター

経時的生体センサデータに基づく褥瘡発生予測法のための皮膚温度推定法の開発
―同一姿勢の健常成人における検証―
演者：新川みなみ 東京大学大学院医学系研究科 老年看護学/創傷看護学分野

ストーマ装具凸面型面板の形状分析と分類
演者：林 美代子 地域医療機能推進機構 船橋中央病院 看護部

自己操作による超音波検査を用いた骨盤底筋訓練のバイオフィードバック方法の開発：
eラーニングと骨盤底筋収縮自動判定アルゴリズム
演者：牟田みや子 東京大学大学院医学系研究科 健康科学看護学専攻 老年看護学/創傷看護学分野

アフタヌーンセミナー 15:15～16:45 P.447

慢性便秘症診療の現状とエコーの活用
座長：仲上豪二朗 東京大学大学院医学系研究科 老年看護学/創傷看護学分野

最新の慢性便秘症診療の現状とおさえておきたい下剤の知識
演者：津田 桃子 公益財団法人 北海道対がん協会 札幌がん検診センター

エコーを活用した便秘のアセスメント
演者：松本 勝 石川県立看護大学 成人看護学

共催：富士フイルムメディカル株式会社
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展示棟 第 7会場（会議室 1・2）

一般演題（口演）4 創傷ケア 4 SSI/基礎研究 10:10～11:10 P.334～337

座長：今井 啓道 東北大学大学院 医学系研究科 形成外科学分野
仲上豪二朗 東京大学大学院医学系研究科 老年看護学/創傷看護学分野

O4-1 壊死性軟部組織感染症治療中にヨード中毒になった一症例
長谷川ゆかり 羽生総合病院

O4-2 当院における外科開腹創への陰圧閉鎖療法を使用した SSI 対策の工夫
寺島 一豪 市立函館病院 看護局

O4-3 入院時から市中感染型MRSAを想定した治療を行い奏功したHIV感染者における
蜂窩織炎の一例
砂田 純子 東京大学医科学研究所附属病院

O4-4 腸管内治療別にみた腸内環境の変化と創傷治癒に関する基礎研究
石川 環 東北福祉大学 健康科学部保健看護学科

O4-5 加熱死菌 Lactobacillus plantarumが皮膚創傷治癒過程に与える影響
真壁 風子 東北大学大学院医学系研究科 形成外科学分野

O4-6 加熱死菌 Lactobacillus plantarumの創傷治癒促進機構におけるCARD9シグナル
の関与
小番 冠奈 東北大学大学院医学系研究科 看護技術開発学分野

一般演題（口演）5 スキンケア 11:15～12:15 P.337～340

座長：木下 幸子 中部学院大学 看護リハビリテーション学部 看護学科
加瀬 昌子 地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院 看護局

O5-1 スキンケアにおける「皮膚の保護」に関する文献検討
高木 良重 福岡国際医療福祉大学 看護学部

O5-2 皮膚 pH上昇に関与するウレアーゼ産生菌検出のための培地開発
光田 益士 藤田医科大学 社会実装看護創成研究センター

O5-3 外来のがん薬物療法を受ける患者の保湿ケアの現状と課題
山中なみ子 独立行政法人地域医療機能推進機構 下関医療センター 看護部

O5-4 がん薬物療法の有害事象の有無と保湿ケアの関連性
松本 鮎美 アルケア株式会社 学術部

O5-5 高齢者に対するスキン-テア予防のためのセルフケア教育の効果
黒木さつき 稲沢市民病院

O5-6 表皮水疱症患者に対する周術期ケアの経験
小林 郁美 上尾中央総合病院 看護部
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一般演題（口演）6 ストーマケア 1 高齢者/セルフケア 13:40～14:40 P.340～343

座長：佐藤 文 川崎市立看護大学 看護学部
木村かおり 医療法人 一松堂医院 看護部

O6-1 高齢独居で視覚障害を伴うストーマ造設者に対する退院支援
～セルフケア指導と安定したストーマ管理～
内藤真奈美 JA 秋田厚生連平鹿総合病院

O6-2 介護施設入所中の高齢ストーマ保有者のストーマケアの課題
―介護職対象のインタビュー調査の結果から―
小田切宏恵 老人保健施設 ヴィラ加賀野

O6-3 聴覚障害のある患者に対して手話通訳者を介して行ったストーマケアの一例
冨塚佐智子 山形大学医学部附属病院 看護部

O6-4 ストーマセルフケアが困難と予測された結腸ストーマ造設患者の自宅退院への支援
渡邊 涼子 東北大学病院 看護部

O6-5 COVID-19 の影響により管理困難なストーマケア指導が進んでいなかった患者支援
～自宅退院できた 1事例～
吉岡秀多加 医療法人八女発心会姫野病院

O6-6 ストーマ周囲に広範囲の胃癌の腹壁浸潤を認めたが、装具の見直しにより就労継続
できた一例
佐竹ひとみ 東北大学病院 看護部

一般演題（口演）7 ストーマケア 2 管理困難 14:50～15:50 P.343～345

座長：山本由利子 松木泌尿器科医院 高松WOCケアステーション
渡邊 涼子 東北大学病院 看護部

O7-1 緊急ストーマ造設後に発症したストーマ周囲皮膚障害と管理困難の要因
白石 卓也 群馬大学大学院医学系研究科 総合外科学講座

O7-2 ストーマ周囲に発生した壊疽性膿皮症患者の経験
大音 博美 長浜赤十字病院 看護部

O7-3 骨髄異形成症候群を有する患者のストーマ周囲に PGを発症した一症例
佐藤 雅恵 岩手医科大学附属病院 看護部

O7-4 ストーマ陥没のためにストーマ管理に難渋した一症例の考察
長内 清朗 一般財団法人厚生会 仙台厚生病院 統合医療安全管理室

O7-5 一時的回腸双孔式ストーマ周囲に難治性潰瘍が発生した一例
齋藤優紀子 公立大学法人福島県立医科大学附属病院
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一般演題（口演）8 ストーマケア 3 その他 16:00～17:00 P.346～348

座長：石川 環 東北福祉大学 健康科学部 保健看護学科
大網さおり 独立行政法人地域医療機能推進機構 仙台南病院附属訪問看護ステーション

O8-1 オストメイトのセルフケア確立に影響を与える要因
―ストーマ外来初回利用時の状況分析―
阿部 ふみ 埼玉医科大学総合医療センター

O8-2 併科処方のニンテダニブ内服中に発生したストーマ周囲皮膚障害の 1症例
千田由美子 岩手県立中部病院

O8-3 繰り返す原因不明の消化管出血に対してストーマ粘膜下静脈の結紮により
治療した一例
小林 実 東北大学病院 総合外科

O8-4 凸面の圧迫により繰り返しストーマ周囲皮膚潰瘍を生じた一例
若林あずさ 社会医療法人慈泉会 相澤病院

O8-5 3D形状測定によるストーマ装具凸面型面板の凸部形状の分析
松原 康美 北里大学 看護学部

O8-6 凸面型面板 12製品の凸型嵌め込み具のCT画像による形状分析
浜野 克弥 順天堂大学医学部附属浦安病院 医療サービス支援センター
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展示棟 ポスター会場（展示室 2・3）

一般演題（示説）1 褥瘡予防・管理 13:40～14:44 P.390～393

座長：稲田 浩美 日本医科大学付属病院 看護部
大江 真琴 金沢大学医薬保健研究域 保健学系 医薬保健研究域保健学系

P1-1 連携して取り組んだ褥瘡ケア―在宅から施設、そして治癒に至るまでを振り返る―
紺野 淳子 気仙沼市立本吉病院

P1-2 高度肥満患者に対して腹臥位手術の褥瘡予防ケア
大阿久美幸 独立行政法人国立病院機構相模原病院 看護部

P1-3 終末期がん患者の褥瘡予防 痛コントロールに難渋した 1事例より
細井 彩 医療法人弘遠会 すずかけセントラル病院

P1-4 DESIGN-RⓇ2020 における褥瘡経過評価スケールの意義―改定に伴う効果の検討―
栁井 幸恵 綜合病院山口赤十字病院 看護部

P1-5 予測を超えて深部・広範囲化した仙骨部DTI 褥瘡の 3症例
山本 幸恵 社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院

P1-6 こだわりが強く拒否が多い主介護者の褥瘡管理指導に難渋した症例
山崎 美希 祖師谷皮ふ形成クリニック 訪問看護部門

P1-7 ギプス固定により、医療関連機器圧迫創傷が発生した症例から見えた課題
板乘 亜矢 独立行政法人 地域医療機能推進機構 JCHO仙台病院 医療安全管理部

P1-8 脊髄損傷患者の褥瘡治癒に向けて入院治療と訪問診療が連携し奏功した一例
髙橋 喜美 公益財団法人 宮城厚生協会 坂総合クリニック 在宅医療室
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一般演題（示説）2 スキンケア/創傷管理 14:50～15:46 P.394～397

座長：安部 正敏 医療法人社団廣仁会 札幌皮膚科クリニック 院長
石井 光子 石川県立看護大学附属看護キャリア支援センター

P2-1 手荒れの認識とハンドケアの現状～WOCN介入による行動の変化～
丸橋 理絵 高梁市国民健康保険成羽病院

P2-2 陰部洗浄時に陰部清拭用ワイプシートを使用した業務改善
谷澤 伸次 筑波大学附属病院 看護部

P2-3 乳がん術後放射線治療を受ける患者への放射線皮膚炎予防に向けた皮膚・排泄ケア
認定看護師の介入
岸本 諭美 関西電力株式会社 関西電力病院

P2-4 多量排液のある浮腫患者の自壊創管理にパウチングが奏功した 1症例
久永みゆき 藤田医科大学岡崎医療センター

P2-5 がん薬物療法中の患者の皮膚脆弱性と角層水分量の関連性
鈴木 英暢 アルケア株式会社 学術部

P2-6 皮膚粗鬆症で深在性解離性血種を繰り返す症例を振り返る
浦野 朝子 上伊那医療生協 上伊那生協病院

P2-7 複数の社会福祉制度を利用する一事例に被覆材を用いた創傷予防策の評価
遠藤 瑞穂 公立松任石川中央病院 看護部

一般演題（示説）3 排泄管理 1 13:40～14:28 P.397～400

座長：関戸 哲利 東邦大学医療センター大橋病院 泌尿器科
貴田 寛子 順天堂大学医学部附属練馬病院 看護部

P3-1 初学者を対象とした非対面での膀胱エコー教育による技術習得度に対する効果検証
松本 勝 石川県立看護大学 看護学部

P3-2 膀胱エコー教育に対する初学者の主観的評価：対面教育と非対面教育の比較
松本 勝 石川県立看護大学 看護学部

P3-3 排尿ケアチームの組織横断的な活動の推進～連携看護師と目的を共有すること～
高橋 佳織 地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立足柄上病院

P3-4 婦人科術後の残尿測定の現状調査と改善への取り組み
櫛桁 麻由 宮城厚生協会 坂総合病院

P3-5 低活動膀胱による尿排出障害を有する認知症高齢者の排尿管理
―体動センサを活用し評価した 1事例―
内匠 薫 医療法人社団和楽仁芳珠記念病院 看護局/医療法人社団和楽仁芳珠記念病院

リハビリテーション室/石川県立看護大学 看護学部

P3-6 オムツの導入に向けた取り組みと今後の課題
永井 咲 富山市立富山市民病院 看護部
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一般演題（示説）4 排泄管理 2 14:50～15:30 P.400～402

座長：山名 哲郎 JCHO東京山手メディカルセンター 大腸・肛門外科
積 美保子 独立行政法人地域医療機能推進機構 東京山手メディカルセンター 看護部

P4-1 排便に関する不快感やニードを医療者が十分に把握できない入院患者における
排便管理の実態
津田 裕子 公立小松大学

P4-2 脊髄損傷による排便障害事例に対する腹部超音波検査を活用した排泄ケアチームの
活動
尾下美保子 独立行政法人労働者健康安全機構 総合せき損センター

P4-3 訪問看護師がエコーによる膀胱・直腸のアセスメントを行うことで尿閉・便秘に
早期に介入できた一例
保坂 明美 訪問看護ステーションフレンズ

P4-4 羞恥心から家族での排便ケアを希望した療養者に訪問看護師がエコーによる観察で
浣腸実施日を提案した一症例
新関こずえ よどきり医療と介護のまちづくり株式会社 よどきり訪問看護ステーション

P4-5 在宅で排便管理・IAD管理目的で肛門パウチングが有効だった一例
齋藤 美咲 医療法人社団 盈進会 つどいのおか訪問看護ステーション

展示棟 講習会会場（会議室 3）

臨床スキンケア看護師講習会 16:00～18:00 P.419～420

演者：田中マキ子 山口県立大学 学長

南 由起子 サンシティ横浜南 健康相談室

小林 直美 パナソニック健康保険組合 松下記念病院 看護部

清藤友里絵 東邦大学医療センター佐倉病院 看護部

小林 智美 社会医療法人河北医療財団 河北総合病院 看護統括部

千葉 励子 岩手医科大学附属病院 看護部長室

木下 幸子 中部学院大学 看護リハビリテーション学部 看護学科

栁井 幸恵 山口赤十字病院 看護部

谷 明美 独立行政法人国立病院機構 千葉医療センター

黒木ひとみ 社会福祉法人恩賜財団済生会支部 山形県済生会 診療看護師

黒木ひろみ 聖路加国際病院


